
 
 

「第 1 回 蘭越と尻別川を考える会」 議事要旨 
 
● 各委員の思い 
■治水に関した思い 
・尻別川は整備されていると思うが本当に安全な川なのか。今の状態で 100％本当に安全か。 
・最近、蘭越町（尻別川）では大きな水害はないが他地域では人命が奪われるような災害が起こ

っている。備えが必要。 
・ 河口もよろしくお願いします。 
・川だけでなく、山の保水力を上げる努力も必要では。 
・人間・森・山の関わりや文化の継承。林業を興していきたい。青少年の健全な育成に繋げてい

きたい。 
・山が健全、川が健全であれば、耕地・海も健康になれると子供達には話している。 
・地域の生命、財産を守るために、安心して住める川にして頂きたい。 
・昔より川は整備されてきており、その点では評価している。 
・観光と川遊びについて携わっているが、人命が第一と考えている。 
・山、川、海は密接に関係している。 
 
■利水に関した思い 
・今年は水が少なく、利水が厳しい。雪が少ないのでどうにもならないと思うが、水が足らない

状況がここ３～４年続いている。異常気象になるとも言われているし、厳しい状況下にある。 
・年々水は減っている気がする。その辺の理由とどれくらい過去から変わっているか。 
・清流日本一を維持して、全国一おいしい米を作るためにも水は大切である。 
 
■河川環境に関した思い 
・上流部では石が固まったという感覚がある。魚が隠れるところがないのでは。 
・夢は 1m を超えるイトウを各地から尻別川目指して釣りに来て、感激して帰るような尻別川に

すること。 
・イトウについては、30 年計画で進められており、今年は 14 年目である。昔のように 1m を超

えるイトウを川に戻したい。 
・利水者として、環境に配慮し、魚道をつけたり、濁水を発生させないことを考えている。 
 
■河川利用に関した思い 
・安全で安心して子供達が遊んでいける川になればと思う。 
・川で遊べる川づくりをして、未来につなぐことが大事と思う。 
・神戸で 5 人亡くなっているが、当流域は大丈夫なのかと疑問に思った。 
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